
アシュリャンフーとピロシキ アシュリャンフーとは、小麦粉から

成るうどんに似た麺と、ところてんっ

ぽい麺、それに甘酸っぱいスープから

成る冷たい麺料理である。キルギス以

外の中央アジアでは食したことのない

味で、冷やし中華に似ている。どうや

ら中国由来の料理のようだ。日本に

持ってきたら絶対に流行る（と思うが

どうだろう）。ちなみに、筆者は5日間

の滞在中に三回訪れた。

初回の注文の時に「ピロシキ（ソ連

の揚げパン）はいるか」と聞かれ「麺

で十分だろう」と思ってピロシキを注

文しなかった。二回目には、物は試し

と思って二つピロシキを注文した。明

らかに食べ過ぎであったが、アシュ

リャンフーの酸っぱいスープと揚げ物

が合い、全て平らげたのだった…三回

目には写真のように一つにしたが。

よくよく見たら、麺と揚げパンという

ミスマッチと思われる組み合わせだが、

味はたいそうマッチしている。中央ア

ジアで中国とソ連の出会いが生んだ、

悪魔的な組み合わせと言えよう。
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